
【アクセス】

吉 川 恭 生
泣 く 女

会　期： ２０２２年１１月７日（月）～１１月２５日（金）　８：３０ ～ ２０：００   　　　　

会　場： 天王洲セントラルタワー1F・アートホール 
（ https://www.e-tennoz.com/areaguidance/arthall.html ）

観 覧 料 :  無料

住　　所： 〒140-0002　東京都品川区東品川2-2-24
電　　話： 03-5462-8811

【協　　力】中川特殊鋼株式会社

※土・日・祝日休館
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スカイウォークスカイウォーク
●  東京モノレール「天王州アイル」中央口よりスカイウォークで直結
    （浜松町駅より東京モノレールで５分）
●  りんかい線「天王洲アイル」B出口よりスカイウォークで直結
    （りんかい線大崎駅より８分、新木場駅より１０分）
●  品川駅より徒歩約１２分、バスにて約５分

展覧会場： 天王洲セントラルタワー1Ｆ・アートホール

秋のアートホール
Art Hall in autumn

吉川恭生｜
1959 年、琵琶湖畔、滋賀県で生まれる。
1978 年イタリア留学。ジュネーブ美術大学にてガブリエル・スタンニュリスに師事する。
1989 年より、芸術と社会の関わりを模索するプロジェクトを滋賀、琵琶湖、パリー京都、ミラノなどで企画実施。
国境なき医師団に参加、内戦直後のグルジア、コソボ、コンゴ共和国に緊急医療援助ロジスティック要員として
派遣される。
日本、イタリア、フランス、スイス、韓国にて個展、企画多数。

OKINAWA MON AMOUR  2021   おきなわモナムール 2021 那覇

悠久の時より、多くの考え方が台風のように

島々を通り過ぎて行った。

「今」、祝福するため我々が捧げる供物は何なのかを、

社会生活の表面にはどのように見えてくるのか。

私にとって、何が供物なのか、そして、供物をのせる台は

あるのか。それらをどう認識（理解）するのか。

これは、沖縄の地で、八百万の（やおよろず）神々に

奉納させていた作品です。 

「泣く女」は、 「おきなわモナムール」 2021 那覇 の後に

制作した作品です。

Yasuo Yoshikawa


